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〔論文要旨〕
本研究の目的は，子育て中の就労者のワーク・ファミリー・コンフリクト（Work︲Family�Conflict：WFC）に

影響する要因を明らかにすることである。医学中央雑誌と CiNii で2009～2018年の論文を検索し，14文献を研究対
象とした。分析の結果，WFC に影響する要因のカテゴリーとして【労働，職場環境等に関する事柄】，【家事や育児，
家族に関する事柄】，【所属しているコミュニティからの支持・支援に関する事柄】，【親または子どもの年齢】の４
つが抽出された。文献のデータが一番多かったのは，〈労働環境〉の﹁労働時間が長い﹂であった。さらに，WFC
の定義の中にある仕事と家庭に関する要因以外に，【所属しているコミュニティからの支持・支援に関する事柄】
が挙がった。子育て中の就労者にとって，〈労働環境〉と〈夫婦〉以外に支援者の存在の有無が WFC に影響する
重要な要因であることが明らかとなった。

Key words：育児，労働衛生，ワーク・ファミリー・コンフリクト，ワーク・ライフ・バランス，文献研究

A�Review：Factors�Affecting�Work-Family�Conflict�among�Japanese�Parents�with�Children
Maki�Maekawa，Rieko�Takeuchi，Nasoko�Matsumoto
1）藍野大学医療保健学部看護学科（研究職 / 助産師）
2）藍野大学医療保健学部看護学科（研究職 / 看護師）

Ⅰ．は じ め に

家庭は，子どもの健やかな育ちの基盤である1）。子
どもが健やかに育つためには，親が子育てに喜びや生
きがいを感じながら子どもとともに成長できること，
また一人の人としても充実した生活を送ることが必要
である。

近年，就労する女性の増加に伴い共働き世帯が増え，
仕事と家庭を両立する夫婦が増加している。男女共同
参画白書令和２年版によると2），2019年には共働き世
帯が約68％と専業主婦世帯より多くなっている。共働
きの利点としては，共働き世帯の父親は専業主婦世帯
の父親に比べて，育児参加度が高いことや3），共働き
世帯の母親は専業主婦に比べて，生活満足感が高いこ
とが明らかになっている4）。一方で，６歳未満の子ど
もをもつ共働き世帯では，労働時間は父親の方が母親
に比べ圧倒的に長いため，子育て期の男性の仕事負担

が重く，家事・育児の負担が女性に偏っている現状が
報告されている2）。

ワーク・ライフ・バランスがうまくいかないとき
に，就労者はワーク・ファミリー・コンフリクト

（Work︲Family�Conflict：以下，WFC）を感じるとさ
れている5）。WFC とは，仕事上の役割と家庭・育児・
介護などの家庭役割など複数の役割がぶつかり合うこ
とで生まれる葛藤のことである6）。この WFC は，特
に乳幼児をもつ男女の場合に最も高まることや7），抑
うつや疲労，睡眠の質など，特に精神面に悪影響を及
ぼすこと8）が明らかになっている。現在，国を挙げて
さまざまな労働政策や子育て支援が行われているが，
仕事と子育ての両立にはまだまだ困難が生じている9）。
よって，子育て中の就労者は，依然として仕事と子育
ての両立に伴う葛藤を抱いており，この葛藤が子ども
の生活や成長・発達に影響を及ぼすと考えられる。

そこで本研究では，子育て中の WFC に関する国内
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の先行研究を分析することにより，WFC に影響を及
ぼす要因を明らかにすることを目的とした。子どもが
健やかに育つためには，働きながら子育てをしている
親自身が，個人として充実した生活を送ることが必要
である。子育て中の就労者の WFC に影響を及ぼして
いる要因を明らかにすることにより，ワーク・ライフ・
バランスと子育て環境の充実に向けた新たな支援につ
なげることができると考えた。

Ⅱ．用語の定義

１．ワーク・ファミリー・コンフリクト（Work︲Family 

Conflict）

本研究における WFC とは，Greenhaus らの定義に
準じて6），﹁仕事上の役割と家庭の役割とが相互にぶ
つかり合うことで生まれる葛藤﹂と定義した。

２．ワーク・ライフ・バランス

平成19年７月の男女共同参画会議において，ワー
ク・ライフ・バランスは，﹁仕事，家庭生活，地域生
活，個人の自己啓発など，様々な活動について，自
らが希望するバランスで展開できる状態﹂と定義さ
れている10）。この定義を参考に，本研究では，﹁仕事
と家庭生活を自らが希望するバランスで調和させるこ
と﹂と定義した。

Ⅲ．方　　　法

１．文献収集方法

本研究では，国内文献の検索を，医学中央雑誌
Web版�Ver.5およびCiNii�Articlesで行った。キーワー

ドを，﹁ワーク・ファミリー・コンフリクト﹂・﹁WFC﹂
とし，絞り込み条件として﹁原著論文﹂を加えた。発
行年は，2009～2018年の10年間とした。その結果，医
学中央雑誌は34件，CiNii では44件が抽出された。こ
こからさらに﹁育児﹂，﹁子育て﹂，﹁小児﹂，﹁子ども﹂，

﹁乳幼児﹂との組み合わせで検索し，23件に絞り込ん
だ。抄録または本文をもとに，調査対象が日本人では
ない１文献，文献レビュー２文献，子育て中の就労者
の WFC に影響を及ぼしている要因について調査され
ていない研究６文献を除外し，14文献を分析対象とし
た（図）。

２．分析方法

分析対象の14文献の WFC の定義を構成する仕事と
家庭に着目し，WFC に影響する要因に関連する一続
きの言葉を抽出し，オリジナルデータとした。次に，
類似したオリジナルデータをサブカテゴリーとしてま
とめ，さらにカテゴリーに分類して整理した。

Ⅳ．結　　　果

１．対象文献の概要

分析対象とした14件の文献の研究デザインは，横断
研究12件，縦断研究１件，量的研究と質的研究を組み
合わせた研究が１件であった。調査対象者は，一般就
労者を対象としたものが最も多く11件であった。男女
ともに対象としたものが６件，女性（母親）のみを対
象としたものが３件，男性（父親）のみを対象とした
ものが２件であった。次に女性看護師を対象としたも
のが２件，女性看護師と一般就労女性を対象としたも
のが１件であった。調査対象者がもつ子どもの年齢を
記載していた研究は10件で，そのうち，子どもの年齢
を０～６歳（未就学児・乳幼児）と限定して調査され
た研究は６件，小学生以下と限定して調査された研究
は２件であった（表１）。

２．子育て中の就労者の WFC に影響する要因

子育て中の就労者の WFC に影響する要因として
【労働，職場環境等に関する事柄】，【家事や育児，家
族に関する事柄】，【所属しているコミュニティからの
支持・支援に関する事柄】，【親または子どもの年齢】
の４つのカテゴリーが抽出された（表２）。以下，カ
テゴリー【　】，サブカテゴリー〈　〉，文献から抽出さ
れたオリジナルデータ﹁　﹂で示す。

以下の用語いずれかとの

組み合わせで検索

　・育児　・子育て

　・小児　・子ども　・乳幼児

選別条件（除外）

・研究対象： 日本人以外の研究

・文献レビュー

・子育て中の就労者の WFCに

影響を及ぼしている要因に

ついて調査されていない研究14 件

ワーク・ファミリー・コンフリクト

（WFC）

CiNii    44件

23 件

医中誌 34 件

図　分析対象となる文献の収集過程
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表１　文献の概要
文献
番号 著者 発表年 デザイン 調査方法 WFC 測定尺度 調査対象者（人数） 調査対象者の

子どもの年齢 主な結論

1 若島ら11） 2009� 横断研究 質問紙 WFC 尺度日本
語版12）

企業 A の社員350人
（子どもをもつ男性：118人
�子どもをもたない男性：109人
�子どもをもつ女性：22人
�子どもをもたない女性：101人）

記載なし WFC を仕事役割と家庭役割が相互にぶつか
り合うことから発生する役割間葛藤とした。
WFC に影響する要因は，結びつき（家族内
での互いの愛情や仲の良さ，親密さ，まと
まり），利害的関係（家族の形態維持や各自
が自分自身の利害においてのみ関わる家族
との関係性），勢力（家族内における権威や
決定力，影響力），開放性（家族が家族以外
の人とどれだけ関わっているのか）であっ
た。

2 児玉ら13） 2010� 横断研究 質問紙 金井・若林14）の
質問項目を改
変

子どもをもつ企業勤めの
正社員247人

（女性：247人）

未成人 WFC を育児中の女性就労者の抱きやすい家
庭と仕事との両立葛藤とした。WFC に影響
する要因は，就業継続意思，支援する者（メ
ンター）の存在，メンタリング行動（メンター
から受けている支援）であった。

3 児玉15） 2010� 横断研究 質問紙 金井・若林の
質問項目を改変

子どもをもつ企業勤めの
正社員283人

（男性：66人，女性：217人）
　

小学生以下 WFC を育児中の就労者が直面する仕事と家
庭の両立葛藤とした。WFC に影響する要因
は，業種，職種，育児負担の割合，支援す
る者（メンター）の存在，上司の配慮であっ
た。

4 Shimazu ら16） 2010� 横断研究 質問紙 SWING17） 東広島市に住む子どもをもつ
労働者196人

（男性：95人，女性：101人）
　

未就学児 WFC を仕事上の役割と家庭・育児等の家庭
役割など複数の役割がぶつかり合うことで
生まれる葛藤とした。WFC に影響する要因
は，仕事の要求度，家庭生活での負担であっ
た。

5 鈴木ら18） 2012� 横断研究����� 質問紙 WFC 尺度日本
語版

宮城県内の事業所の
社員3,245人

（男性：2,250人，女性：995人）
�

調査対象者のう
ち子どもをもつ
者は4歳未満，4
～ 12歳，13 ～
18歳，19歳以上
で区分

WFC を仕事役割と家庭役割とが相互にぶつ
かり合うことから発生する役割葛藤とした。
WFC に影響する要因は，末子の年齢であっ
た。

6 古金ら19） 2013� ①
横断研究

①質問紙 WFC 尺度日本
語版

① A 病院に勤務する夫と子ど
もをもつ卒後7 ～ 25年の管理職
以外の看護師41人（女性：41人）

記載なし WFC を仕事と家庭の役割とが相互にぶつか
り合うことから発生する役割葛藤とした。
WFC に影響する要因は，看護師の年齢，夜
勤の有無であった。②

質的研究
②面接 ②�①から無作為に抽出したも

の5人（女性：5人）
記載なし

7 原20） 2015� 横断研究����� 質問紙 WFC 尺度日本
語版を改変

東京都の2つの市にある保育園2
園と幼稚園1園の父親91人

（男性：91人）

乳幼児 WFC を仕事役割と家庭役割のどちらを優先
的に考えるかという役割葛藤としている。
WFC に影響する要因は，配偶者との会話，
育児参加，家事参加，配偶者の就労の有無
であった。

8 山崎ら21） 2015� 横断研究����� 質問紙 WFC 尺度日本
語版

政令市にある認可保育園に通う
正規雇用されている保護者
200人

（男性：98人，女性：102人）

乳幼児 WFC を働く父親，母親の仕事役割と家庭役
割とが相互にぶつかり合うことで生じる役
割葛藤とした。WFC に影響する要因は，労
働時間，職業性ストレスであった。

9 鈴木ら22） 2015� 横断研究����� 質問紙 WFC 尺度日本
語版

病院附属の保育施設を利用する
女性看護師と一般保育園を利用
する一般就労女性247人

（女性看護師：125人
�一般就労女性：122人）

未就学児 WFC を家庭役割と仕事役割の両立により生
じる葛藤を表す概念とした。WFC に影響す
る要因は，勤務形態，残業時間，1日あたり
の夫との会話時間，1週間あたりの夫と一緒
の夕食回数，末子の年齢であった。

10 中川23） 2015� 横断研究 質問紙 独自に作成 子どもをもつ共働き家族の夫
311人

（男性：311人）

12歳以下 WFC を仕事から家族に対する葛藤とした。
WFC に影響する要因は，通勤勤務時間，性
別役割分業意識，末子年齢であった。

11 渡辺ら24） 2017� 横断研究����� 質問紙 WFC 尺度日本
語版

保育園の子どもをもつ共働きの
母親117人

（女性：117人）

0～6歳 WFC を仕事役割と家庭役割が相互にぶつか
り合うことから発生する役割間葛藤とした。
WFC に影響する要因は，母親が行う父親の
育児関与への調整行動，育児不安・自信の
なさ，夫のサポートであった。

12 原25） 2017� 横断研究 質問紙 WFC 尺度日本
語版を改変

保育園と幼稚園に在籍する
子どもをもつフルタイム労働者
330人

（男性：148人，女性182人）

・保育園1～3歳
　児クラス
・幼稚園3歳児
　クラス

WFC を仕事役割と家庭役割の役割間葛藤の
一形態とした。WFC に影響する要因は，1
日の平均勤務時間，仕事役割の質，家庭役
割の質であった。

13 広橋ら26） 2018� 縦断研究 質問紙 WFC 尺度日本
語版

育児休業を取得し，復職した
女性看護師19人

（女性：19人）

記載なし WFC を仕事役割と家庭役割を果たすときに
発生する相互にぶつかり合う役割葛藤とし
た。WFC に影響する要因は，復職後の勤務
部署の違いであった。

14 太田ら27） 2018� 横断研究 質問紙 WFC 尺度日本
語版

保育所児童の母親314人
（女性：314人）

記載なし WFC をある個人の仕事と家庭生活領域にお
ける役割要請が，いくつかの観点で，互い
に両立しないような，役割間葛藤の一形態
とした。WFC に影響する要因は，家族機能

（適応性，凝集性，開放性），育児ソーシャル・
サポート（精神的サポート，育児援助），社
会的支援に対する母親の援助要請態度（母
親相互），育児不安，母親の年齢であった。
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ⅰ．【労働，職場環境等に関する事柄】

【労働，職場環境等に関する事柄】は，文献のデー
タが一番多く，〈労働環境〉，〈ストレス関連〉，〈職務
満足〉の３つのサブカテゴリーで構成されていた。〈労

働環境〉は，４文献で記述されていた﹁労働時間が長
い﹂を筆頭に，﹁情報通信業に従事している﹂，﹁技術・
専門職に従事している﹂，﹁夜勤がある﹂，﹁正職員であ
る﹂，﹁労働条件に不安・不満がある﹂，﹁育児休業の復

表２　子育て中の就労者の WFC に影響する要因
カテゴリー サブカテゴリー 文献の記述 記述数 文献番号（発表年）

労働，職場環境等
に関する事柄

労働環境

・労働時間が長い�↑

10

8（2015），9（2015），
10（2015），12（2017）

・情報通信業に従事している�↑ 3（2010）
・技術・専門職に従事している�↑ 3（2010）
・夜勤がある�↑ 6（2013）
・正職員である↑ 9（2015）
・労働条件に不安・不満がある�↑ 12（2017）
・育児休業の復職後の勤務部署が同じ�↑ 13（2018）

ストレス関連

・仕事の要求度が高い�↑

5

4（2010），8（2015）
・心理的な仕事の量の負担，仕事の質の負担が大きい�↑ 8（2015）
・自覚的な身体的負担が大きい�↑ 8（2015）
・職場環境によるストレスが高い�↑ 8（2015）

職務満足
・仕事の充実感が低い�↑

4
8（2015），12（2017）

・就業継続意思が低い�↑ 2（2010）
・仕事の適性がない�↑ 8（2015）

家事や育児，家族に
関する事柄

夫婦

・夫婦関係が不良�↑

9

1（2009），12（2017）
・夫婦のコミュニケーションが少ない�↑ 7（2015），9（2015）
・妻が就労している↑ 7（2015）
・性別役割分業意識が伝統的である�↑ 10（2015）
・夫のサポートが少ない�↑ 11（2017）
・母親による父親の育児関与を抑制する行動�↓ 11（2017）
・母親による父親の育児関与を促進する行動↑↓ 11（2017）

家族

・父親にとって母子の仲の良さや親密さ，まとまりが強い�↑

4

1（2009）
・家族間でのまとまりが弱い�↑ 14（2018）
・家族間での適応性が低い�↑ 14（2018）
・家族からのサポートが少ない�↑ 14（2018）

家事・育児

・育児負担の割合が多い�↑

4

3（2010）
・家庭生活で負担が大きい↑ 4（2010）
・家事，育児への参加が少ない�↑ 7（2015）
・育児不安，育児に対する自信のなさ�↑ 11（2017）

所属している
コミュニティからの
支持・支援に関する
事柄

支持・支援

・支援する者（メンター）がいない�↑

9

2（2010），3（2010）
・家族員の家族以外の他人との関わりの少なさ�↑ 1（2009），14（2018）
・メンターから受けている支援が少ない�↑ 2（2010）
・上司からの配慮が少ない�↑ 3（2010）
・上司，同僚，友人からのサポートが少ない�↑ 8（2015）
・母親に対する育児サポートが少ない�↑ 14（2018）
・母親の身近にいる人や母親同士の関わりが少ない�↑ 14（2018）

親または子どもの年齢
子どもの年齢

・末子の年齢が低い�↑
4

9（2015），10（2015）
・小学校高学年までの子どもがいる�↑ 5（2012）
・子どもの年齢が７歳以上�↑ 6（2013）

母親の年齢
・女性看護師の年齢が37.9歳以上�↑

2
6（2013）

・母親の年齢が36歳以上�↑ 14（2018）
↑：WFC を増悪させる要因
↓：WFC を軽減させる要因
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職後の勤務部署が同じ﹂の10データがあり，サブカテ
ゴリーの中で最も多かった。〈ストレス関連〉では﹁仕
事の要求度が高い﹂こと，〈職務満足〉では﹁仕事の
充実感が低い﹂ことについて，それぞれ２文献で記述
されていた。
ⅱ．【家事や育児，家族に関する事柄】

【家事や育児，家族に関する事柄】は，２番目にデー
タが多いカテゴリーであった。このカテゴリーは〈夫
婦〉，〈家族〉，〈家事・育児〉の３つのサブカテゴリー
で構成されていた。なかでも〈夫婦〉は，サブカテゴ
リーの中で最も多く９データがみられた。この〈夫婦〉
では，﹁夫婦関係が不良﹂，﹁夫婦のコミュニケーショ
ンが少ない﹂ことが，それぞれ２文献で記述されてい
た。〈家族〉は４データがあり，家族間の関係性につ
いて記されていた。〈家事・育児〉は４データがあり，
家事・育児の負担と育児不安について記されていた。
ⅲ．【所属しているコミュニティからの支持・支援に関す

る事柄】

【所属しているコミュニティからの支持・支援に関
する事柄】は，３番目にデータが多いカテゴリーであっ
た。サブカテゴリーは〈支持・支援〉であった。この

〈支持・支援〉では﹁支援する者（メンター）がいな
い﹂，﹁家族員の家族以外の他人との関わりの少なさ﹂
が各２データ，﹁メンターから受けている支援が少な
い﹂，﹁上司からの配慮が少ない﹂，﹁上司，同僚，友人
からのサポートが少ない﹂，﹁母親に対する育児サポー
トが少ない﹂，﹁母親の身近にいる人や母親同士の関わ
りが少ない﹂の各１データで構成されていた。子育て
中の就労者を〈支持・支援〉する者としては，支援す
る者（メンター）と上司について複数の記述があった。
そのほかに，家族以外の人，同僚，友人，母親の身近
にいる人やほかの母親が挙げられた。
ⅳ．【親または子どもの年齢】

【親または子どもの年齢】はデータが最も少なく，〈子
どもの年齢〉，〈母親の年齢〉の２つのサブカテゴリー
で構成されていた。〈子どもの年齢〉のデータは﹁末
子の年齢が低い﹂，﹁小学校高学年までの子どもがい
る﹂，﹁子どもの年齢が７歳以上﹂であった。〈母親の
年齢〉は，﹁女性看護師の年齢が37.9歳以上﹂，﹁母親
の年齢が36歳以上﹂のデータが示された。

Ⅴ．考　　　察

子育て中の就労者の WFC に影響する要因として，

最もデータが多かったのは，【労働，職場環境等に関
する事柄】の〈労働環境〉，﹁労働時間が長い﹂であっ
た。このことから，〈労働環境〉が重要なサブカテゴリー
であること，また，なかでも﹁労働時間が長い﹂こと
が，WFC に影響する要因であることが示された。労
働時間が長いことは，仕事が優先され，家庭の役割に
充てる時間が減少することにつながる。そのことは，
仕事と家庭の役割のバランスが崩れることを意味し，
家事・育児が十分に果たせないことや，夫婦の時間が
十分に取れないことへの葛藤を生じさせるといえる。
したがって，子育て中の就労者の WFC 軽減のために
は，子育て世代の労働時間の短縮について早急に取り
組む必要があると考える。

次に，【家事や育児，家族に関する事柄】の〈夫婦〉は，
〈労働環境〉の次に多く記述されていたサブカテゴリー
であった。このことから，〈夫婦〉が重要なサブカテ
ゴリーであることが示された。この〈夫婦〉において﹁夫
婦関係が不良﹂，﹁夫婦のコミュニケーションが少ない﹂
が，ほかのデータより多かったことから，夫婦の関係
性が WFC に影響する要因であることが明らかとなっ
た。コミュニケーションには連絡や相談だけではなく，
互いの情感を共有するという意味が含まれている28）。
したがって，夫婦の関係性が良好でないと，仕事や家
庭で問題・葛藤が生じた際に，それらを夫婦で一緒に
乗り越える力や解決する力が乏しくなる。子育て中の
就労者の WFC の軽減のためには，良好な夫婦関係の
構築に向けた支援が必要であると考える。

本研究において，WFC の定義外の新たな要因とし
て抽出されたのは，【所属しているコミュニティから
の支持・支援に関する事柄】であった。子育て中の就
労者にとって，近親者以外の支援者の存在と支援者か
らのサポート不足が，WFC に影響する重要な要因で
あることが明らかとなった。﹁支援する者（メンター）
がいない﹂ことは，仕事や子育て，またはそれらの両
立に関する知識や経験の豊かな人への相談や目指すモ
デルがないことを意味する。また，﹁家族員の家族以
外の他人との関わりの少なさ﹂は，コミュニティの中
で孤立感につながるものである。所属しているコミュ
ニティからの〈支持・支援〉は，〈労働環境〉と〈夫婦〉
の均衡が崩れたときに，仕事上の役割と家庭の役割の
バランスを保つための補完であると推察される。

仕事と子育てを両立させるためには，社会全体が子
育てを行う文化を築き上げるような取り組みが必要で
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ある。子ども・子育て支援新制度により，保育環境の
充実等さまざまな子育て支援が新たに強化された29）。
子育て中の就労者の労働環境と子育て環境は以前と比
べると改善されていると考えられる。社会全体で子育
てを支援するこの制度は，子育て中の就労者の WFC
に影響する要因である【労働，職場環境等に関する事
柄】，【家事や育児，家族に関する事柄】への介入となり，
WFC の軽減につながっていると考える。今回，WFC
に影響する３つ目の要因である【所属しているコミュ
ニティからの支持・支援に関する事柄】が抽出された
が，この要因へアプローチし，WFC の軽減につなが
る取り組みを強化する必要があると考える。健やか親
子21（第２次）において，基盤 C 課題では，﹁子育て
世代の親を孤立させないよう支えていく地域づくりを
目指す﹂とあり30），この取り組みをさらに強化するこ
とが，子育て中の WFC の軽減に大きくつながるので
はないかと推測する。また，就労者が住んでいる地域
という観点だけではなく，子育て中の就労者が所属す
る，より身近なコミュニティからの〈支持・支援〉に
ついても強化する必要があると考える。これまで，子
育て中の就労者とその家族のコミュニティとのつなが
りやソーシャルサポートとの関連については十分明ら
かにされてこなかった。コミュニティが�WFC に影響
する〈支持・支援〉を強化するための要因となるのか
など，コミュニティと WFC との関連を調査すること
が今後の課題であると考える。

このほかに注目する要因は，【親または子どもの年
齢】であった。〈子どもの年齢〉は，﹁末子の年齢が低
い﹂ことが WFC に影響する要因であると示された。
末子の年齢が低いと養護への比率が高まり，仕事と子
育ての両立のバランスを保つことが困難となる。同様
に，小学校高学年までの子どもがいることも WFC に
影響する要因となっている。小学校は学業の時間が短
く，帰宅後も学校生活へのサポートが必要となり，さ
らに，長期休暇も存在することが理由と考えられる。
未就学児だけでなく，小学生をもつ子育て世代への支
援の充実が必要であると考える。次に，〈母親の年齢〉
は，30代後半であることが，WFC に影響する要因で
あることが明らかとなった。この年代は，年齢に伴う
体力の低下が生じ始めるが31），一方で，経験を重ねて
いることから仕事上の責任が増えると推察される。し
たがって，共働きが増えている現状を踏まえ，子育て
中の女性就労者向けに特化するような新たな支援が今

後必要であると考える。

Ⅵ．本研究の限界

今回，限られたデータベースから検索したため，子
育て中の就労者の WFC に関する論文を網羅して抽出
できたとは言えない。また，研究対象論文を国内に限
定したことで，対象論文が少なく，内容に偏りが生じ
ている可能性もある。そのため，今後は海外文献も含
めた検討を行う必要がある。

Ⅶ．結　　　論

子育て中の就労者の WFC に影響する要因として，
【労働，職場環境等に関する事柄】，【家事や育児，家
族に関する事柄】，【所属しているコミュニティから
の支持・支援に関する事柄】，【親または子どもの年
齢】の４つのカテゴリーが抽出された。【所属してい
るコミュニティからの支持・支援に関する事柄】は，
WFC の定義の中にある仕事と家庭に関する事柄以外
の新たな要因であった。また，〈労働環境〉，〈夫婦〉，

〈支持・支援〉に関することが，子育て中の就労者の
WFC に影響する重要な要因であることが明らかに
なった。

利益相反に関する開示事項はありません。
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〔Summary〕

This� study� aimed� to� summarize� the� factors�
affecting� work︲family� conflict（WFC）among�
workers� rearing�children．By� literature�search�on�
two�database�of“Igaku�Chuo�Zasshi（ICHUSHI）”�

and“CiNii�（Scholarly� and�Academic� Information�
Navigator），”we�obtained�14�studies�published�from�
2009� to�2018．Descriptions�on�measured� items�and�
findings� of� each� article�were� extracted．Factors�
were� summarized� into� following� 4� categories：
job︲related� factors� or� conditions� of� employment，
family︲related� factors� such� as� household� and�
childcare，feeling�of�supported�by�others，and�age�
of� respondents�or� their� children．Most� frequently�
mentioned� issue� was“long� working� t imes”�

（sorted� in� the�category�of�employment�condition）．
Additionally，the� factor“feeling�of�supported”was�
also�shared�in�many�parents�whether�it�was�not�the�
elements�of�the�WFC．We�speculate�that�supporters�
or�mentors�other�than�spouse�or�colleagues�affect�the�
WFC．
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